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戸沢村の防災マップが
完成しました！

6
June



　
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
や
洪
水
時
の
想

定
最
大
規
模
の
想
定
浸
水
深
な
ど
、
村
内

各
地
区
の
危
険
箇
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
宅
や
避
難
場
所
周
辺
の
危
険
度
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
防
災
マ
ッ
プ
10
頁
か
ら
の
洪
水
時
の
浸
水
深
表
示
に
つ

い
て
は
、「
最
上
川
流
域
の
2
日
間
総
雨
量
２
９
５
㎜
」

を
想
定
し
た
場
合
の
表
示
に
な
り
ま
す
。

　この度、昨年８月の豪雨災害を受け、村の災害・防災に関する情報をま
とめた「防災マップ」を作成しました。広報とざわ６月号と同時に各家庭
に配布いたしますので、防災学習や訓練等に幅広くご活用ください。

（問合せ先　総務課危機管理室　☎32-0125）

避難情報をチェックし、早めの行動を！

いざという時に備え、防災対策をチェック!

居
住
地
区
の
危
険
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！

発
行
に
あ
た
っ
て

－潜む危険を察知、早めの避難を－

戸沢村の防災マップが

完成しました！

　

平
成
30
年
8
月
の
2
度
に
わ
た
る
豪
雨

災
害
は
、
人
的
被
害
こ
そ
無
か
っ
た
も
の

の
、
住
民
の
皆
様
の
生
活
を
は
じ
め
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
等
の
生
業
に
多
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
自
然
災
害
は
地
球
温
暖
化
等
に

よ
り
大
規
模
化
・
局
地
化
し
、
本
村
で
は

豪
雨
や
台
風
、
さ
ら
に
地
震
等
を
起
因
と

す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
が
急
務
で
す
。

　

さ
て
、
避
難
準
備
等
の
初
動
で
は
、「
自

助
・
共
助
」
の
機
能
が
大
切
と
言
わ
れ
、

居
住
す
る
地
域
に
ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
、そ
れ
に
応
じ「
早

め
に
避
難
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
戸
沢
村
防
災
マ
ッ
プ
」
と

し
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
想
定
最
大

規
模
の
洪
水
浸
水
域
（
最
上
川
・
鮭
川
・

角
川
）
を
ま
と
め
、
防
災
・
減
災
の
一
助
、

さ
ら
に
は
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の

推
進
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
防

災
学
習
や
訓
練
等
に
幅
広
く
ご
活
用
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　防災無線・防災メール・テレビ等
を通じて、村がだす避難情報には、
違いがあります。災害の警戒レベル
に応じて、「避難勧告」や「避難指
示」など発令される情報は変わりま
す。避難情報の違いを知り、早めの
行動を心掛けましょう。

　この度の防災マップには、非常時の
持出品や持ち家の安全対策をチェック
することのできるチェックシートが掲
載されています。
　災害はいつ、どこで起こるのかわか
りません。いざという時に備え、日頃
から準備・点検を行っておきましょう。

戸沢村長
渡部　秀勝



避難勧告等の発令が分かりやすくなります
　昨年は、７月の西日本豪雨からはじまり、本村においても、８月に２度にわたる豪雨を観測するなど、記録的な
大雨が相次ぎました。中小河川の氾濫や土砂災害が発生し、人的被害はなかったものの甚大な被害が発生しました。
　そうした中、より一層の防災対策の向上を図るには、「住民が主体となり、自らの判断で適切な行動をとること」
が求められてきています。住民の皆さんが分かりやすく、避難情報等を直感的に理解できるよう、令和元年６月から、
５段階の警戒レベルに分け、防災無線等で情報を発信し、適切な避難行動をとることができるような取り組みを推
進していきます。

警戒レベル 住民がとるべき行動 住民への情報

警戒レベル　５
●すでに災害が発生している状況であり、

命を守るための最善の行動をとる。 災害発生情報

警戒レベル　４
●指定された避難場所へ避難を開始する。
●避難場所へ避難することが困難な場合は、

近隣の安全な場所や建物内のより安全な
部屋に避難する。

避難勧告
避難指示（緊急）

警戒レベル　３
●高齢者等の要配慮者は避難を開始する。
●その他の人は、避難の準備を開始する。

避難準備・
高齢者等避難開始

警戒レベル　２
●避難場所や避難経路、ハザードマップな

どを確認し、避難に備える。 注意報

警戒レベル　１
●防災気象情報等の最新情報に注意し、災

害への心構えを高める。
早期注意情報
（警報級の可能性）

防災無線による伝達例

戸
沢
村
が

発
令
す
る
情
報

気
象
庁
が

発
表
す
る
情
報

これまでの防災無線文例
【避難勧告】

■サイレン。
　　■こちらは、戸沢村災害対策本部

です。
■○○地区に避難勧告を発令しま

した。
■○○川が氾濫する恐れのある水

位に到達しました。
■速やかに避難してください。
　　■避難場所への避難が危険な場合

は、近くの安全な場所に避難す
るか、屋内の高いところに避難
してください。

令和元年6月以降の防災無線文例
【警戒レベル4　避難勧告】

■サイレン。
■緊急放送、緊急放送、
　警戒レベル４、全員避難。 ※繰り返し
■こちらは、戸沢村災害対策本部です。
■○○地区に洪水に関する警戒レベル４、避
　難勧告を発令しました。
■○○川が氾濫する恐れのある水位に到達しました。
■○○地区の方は、速やかに全員避難を開始
　してください。
■避難場所への避難が危険な場合は、近くの安全な

場所に避難するか、屋内の高いところに避難して
ください。

●警戒レベルを用いた避難勧告等の発令について
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

【
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
】

＊
功
労
章

団
長	

伊
藤　
　

一

＊
永
年
勤
続
功
労
章

本
部
分
団
長	

秋
葉　

栄
悦

＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
15
年
以
上
）

本
部
元
分
団
長	

松
田　

洋
一

本
部
元
分
団
長	

西
嶋　
　

洋

本
部
元
分
団
長	

西
田　
　

剛

第
3
分
団
元
副
分
団
長	

細
矢　
　

強

第
1
分
団
第
2
部
元
部
長	

二
戸
部
義
勝

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
班
長	

甲
州　

義
也

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
班
長	

齊
藤　

智
弥

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
団
員	

八
鍬　
　

晃

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
団
員	

秋
保　

正
昭

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
元
団
員	

阿
部　

輝
喜

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
元
班
長	

木
村　

弘
樹

【
山
形
県
知
事
表
彰
伝
達
】	

＊
金
条
章	

第
4
分
団
第
1
部

＊
特
別
功
労
章

第
3
分
団
副
分
団
長	

田
口　
　

修

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
保　
　

勝

第
2
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

横
田　

潤
平

＊
功
労
章

第
4
分
団
第
1
部
部
長	

秋
葉　

健
一

第
1
分
団
第
3
部
部
長	

山
崎　

智
広

第
3
分
団
第
2
部
部
長　

	

柿
崎　
　

修

＊
功
績
章

第
2
分
団
第
3
部
部
長	

長
澤　

健
一

第
3
分
団
第
1
部
部
長	

西
嶋　

信
一

第
2
分
団
第
2
部
部
長	

阿
部　

将
洋

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
葉　

正
紀

＊
精
錬
章

第
1
分
団
第
2
部
部
長	

髙
橋　

雅
人

第
1
分
団
第
1
部
部
長	

星
川　

和
也

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

大
場　

博
幸

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

影
澤　
　

誠

第
3
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

長
澤　

繁
美

＊
家
族
功
労
者
表
彰	

田
中
フ
サ
ヨ
（
第
4
分
団
分
団
長　

田
中
俊
博
）

＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
20
年
以
上
）

本
部
元
分
団
長	

松
田　

洋
一

本
部
元
分
団
長	

西
嶋　
　

洋

本
部
元
分
団
長　

	

西
田　
　

剛

第
3
分
団
元
副
分
団
長	

細
矢　
　

強

第
1
分
団
第
2
部
元
部
長	

二
戸
部
義
勝

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
班
長	

甲
州　

義
也

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
班
長	

齊
藤　

智
弥

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
団
員	

八
鍬　
　

晃

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
団
員	

秋
保　

正
昭

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
元
団
員	

阿
部　

輝
喜

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達
】

＊
精
績
章

本
部
分
団
長	

齊
藤　

輝
仁

＊
勤
続
章	

副
団
長　

	

長
澤　

喜
一

副
団
長　

	

阿
部　

忠
一

本
部
分
団
長　
　

	

木
村　

武
夫

本
部
分
団
長　
　

	

大
山　
　

篤

本
部
分
団
長　

	

齋
藤　

光
夫

本
部
分
団
長　

	

日
露　
　

貢

本
部
分
団
長　
　

	

秋
葉　

栄
悦

第
4
分
団
分
団
長	

田
中　

俊
博

第
3
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

佐
藤　

秀
樹

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
葉　

正
紀

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

大
山　

和
昭

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

秀
利

【
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達
】

＊
竿
頭
綬	

第
2
分
団

＊
優
良
消
防
団
員

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

安
食　
　

勇

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

森　
　

直
樹

第
2
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

樋
渡　

新
栄

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

井
上　

和
仁

本
部
団
員　

	

田
中　

惠
善

本
部
団
員	

阿
部　

弥
生

本
部
団
員　

	

田
中　

美
香

＊
永
年
勤
続
章
40
年	

副
団
長	

長
澤　

喜
一

副
団
長	

阿
部　

忠
一

平
成
31
年
度　

春
季
消
防
演
習
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＊
永
年
勤
続
章
30
年

本
部
分
団
長	

秋
葉　

栄
悦

第
4
分
団
分
団
長	

田
中　

俊
博

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
葉　

正
紀

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

大
山　

和
昭

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

秀
利

＊
永
年
勤
続
章
25
年

第
3
分
団
分
団
長　

	

庄
司　

信
一

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

安
食　

豊
彦

＊
永
年
勤
続
章
20
年

第
2
分
団
第
2
部
部
長	

阿
部　

将
洋

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

八
鍬　

欣
也

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
班
長	

影
沢　
　

忍

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

森　
　

直
樹

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

加
藤　
　

学

第
1
分
団
第
3
部
第
1
班
団
員	

佐
藤　

眞
也

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

長
沢　
　

智

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

斉
藤　
　

勉

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

海
藤
十
四
男

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

佐
藤　
　

努

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

池
田　

一
政

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

安
食　
　

勇

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
葉　
　

守

第
4
分
団
第
１
部
第
3
班
団
員	

大
山　

慎
也

＊
永
年
勤
続
章
15
年

第
1
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

柿
﨑　

和
人

第
1
分
団
第
3
部
第
3
班
団
員	

半
田　

秀
治

第
2
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

荒
川　

翔
平

第
3
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

齊
藤　

恭
平

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

甲
州　

豊
喜

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
保　

隆
昭

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

齋
藤　

貴
志

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　

光
樹

【
山
形
県
消
防
協
会
最
上
支
部
長
表
彰
】

＊
銀
条
章	

第
3
分
団
第
1
部

＊
優
功
章

第
4
分
団
第
1
部
部
長	

秋
葉　

健
一

第
1
分
団
第
3
部
部
長	

山
崎　

智
広

第
2
分
団
第
3
部
部
長	

長
澤　

健
一

＊
精
励
章

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
班
長	

早
坂　

智
裕

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
班
長	

芦
原　

義
満

第
2
分
団
第
2
部
第
1
班
班
長	

大
川　

信
介

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
班
長	

矢
口　

圭
介

＊
家
族
功
労
章

安
食　
　

円
（
第
4
分
団
団
員　

安
食
豊
彦
）

【
戸
沢
村
長
表
彰
】	

＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
15
年
以
上
）

本
部
元
分
団
長	

松
田　

洋
一

本
部
元
分
団
長	

西
嶋　
　

洋

本
部
元
分
団
長	

西
田　
　

剛

第
3
分
団
元
副
分
団
長	

細
矢　
　

強

第
1
分
団
第
2
部
元
部
長	

二
戸
部
義
勝

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
班
長	

甲
州　

義
也

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
班
長	
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＊
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子
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中
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代
美
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食
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理
子
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第
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喜
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志
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第
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第
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山
内　
　

学
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希
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第
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第
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4
月
29
日
（
月
）、
平
成
31
年
度
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
、
村
内
の
消
防
団
員
約

３
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
分
列
行
進
や
小
隊
訓
練
、
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
消
防
団
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
や
連
携
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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　４月23日（火）、戸沢藩船番所にて、最上川舟下り安全
運航祈願祭が行われました。
　出席者は、神前に玉ぐしを奉納し、１年間の安全運航を
祈願。式典後には、戸沢小４年生による「最上川舟唄」や
船頭による歌が披露されました。
　また、今回安全運航祈願祭を行った、芭蕉ライン観光
㈱の最上川舟下りが「第２回プロが選ぶ水上観光船30選」
において、２年連続となる１位を獲得しました。

１年間の安全を祈願

　５月19日（日）、角川畑ヶ地区にて、畑ヶわらび園の開
園式が行われ、村内外から100名を超える方が訪れ、わら
びの収穫を楽しみました。
　わらびの収穫後には、旬の山菜がたっぷり入った山菜汁
やわらびのお浸しが振る舞われ、参加者は早速、旬の味覚
に舌鼓を打っていました。
　畑ヶわらび園は、６月30日（日）まで開園しており、
約１ヶ月間わらびの収穫を楽しむことができます。

　４月24日（水）、揚巻地区において、戸沢小学校６年生
の児童や地域住民、遺族らが参加し、追悼慰霊祭が行われ
ました。
　昭和45年４月24日に発生した、最上川での渡し舟転覆
事故から今年で50年が経過。川に投げ出された児童らを
救い、殉職された伊藤弘先生、小関正芳先生（古口小柏沢
分校勤務、共に当時25歳）の殉職を悼み、深い祈りを捧
げました。

事故から 50 年。２名の教師に深い祈りを

　５月12日（日）、東京都にて、第32回東京戸沢会総会
が開催され、東京戸沢会会員や村関係者ら約80名が出席。
平成30年度の事業報告や令和元年度の事業計画について
審議が行われました。総会終了後の懇親会では、久々の再
会を喜び、昔話に花を咲かせていました。
　今総会では、東京戸沢会より、赤羽で開催された物産市
の収益金の一部から東京都北区社会福祉協議会と戸沢村社
会福祉協議会に寄附金が贈呈されました。

第 32 回東京戸沢会総会

畑ヶわらび園開園！
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　自分のオリジナルアク
セサリーを作っ
てみませんか？

　５月18日（土）、戸沢小中学校春季大運動会が
開催され、小学１年生から中学３年生までの児童
や生徒が白熱した戦いを繰り広げました。
　昨年完成した戸沢小中学校のグラウンドで行わ
れた初めての運動会。当日は、学年種目や騎馬戦、
応援合戦など、多くの競技が行われ、選手の一挙
一動に多くの声援が送られていました。

戸沢小中学校春季大運動会

　「なんで僕はこんなと
ころにいるんだろう？」
　日本人の心の百年を辿
る壮大な長篇小説。

　鶏のから揚げ、ハンバ
ーグ、子どもが “テッパ
ン” で喜ぶ超定番おかず
＆副菜が、絶対においし
く作れる82レシピ。

　あかちゃんにも語りか
けたい、色あざやかな色
彩絵本。
　色でつづる、空と雨と
光の物語です。

　絵本の読み聞かせや手遊び、お歌などのイベントを行います。他にも身体計測や育児相談も行っています。
気軽にご参加ください。
日 程：６月25日（火）10：00 ～ 11：00　　　場 所：戸沢村中央公民館図書室
対 象：未就学児　５カ月から２歳児　★	申込みは不要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　	　★	おじいちゃん、おばあちゃんとの参加も大歓迎です！
問合せ先　共育課社会教育・体育係　☎72-2304

新刊紹介

えほんの森～わくわくのおはなしかい～

戸沢村中央公民館図書室　本のススメ　vol.70
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　人権擁護委員は、市町村長の推薦を受け法務局から委嘱された民間ボランティアです。地域の皆さんの人
権を守るために活動しています。
　戸沢村では、矢口信一さん（松坂）、菊地説子さん（古口）、田中明美さん（勝地）が委嘱さ
れています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問合せ先　住民税務課住民生活係　☎72-2326）

 どのような活動をしているのですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　人権擁護委員の活動は、主に次の３つです。

相　談　地域の皆さんからさまざまな相談を受け、問題解決のお手伝いをしています。

啓　発　地域の皆さんに人権の大切さを知っていただくための活動を行っています。

救　済　人権侵害があったときに法務局職員と協力して調査・救済手続きを行います。

 どのような相談を受けているのですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　いじめ、嫌がらせ、差別、虐待、プライバシーの侵害などの人権問題のほかに、様々な不安、悩みごとの
相談を受けています。相談は無料で秘密は厳守します。相談は、毎週月曜日、水曜日に法務局新庄支局で人
権擁護委員がお受けしているほか、当村の特別相談日（日程は広報等でお知らせします）にもお受けしてい
ます。また、電話やインターネットでの相談もできます。
　みんなの人権11 0番　☎0570-003-110

子どもの人権11 0番　☎0120-007-110

女性の人権ホットライン　☎0570-070-810

インターネット人権相談　http://www.jinken.go.jp/

 啓発とはどのような活動ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　子どもたちと花を育てることで「命の大切さ」の心を育てる「人権の花運動」、DVDなどを使って「思い
やり」の大切さを伝える「人権教室」、人権問題の作文を書くことで人権感覚を身につけてもらう「中学生
人権作文コンテスト」、書道を通じて人権の大切さを知ってもらう「小学生人権書道コンテスト」を行って
います。そのほかにも、人権尊重の気持ちを広げるために「地域のイベントや施設・企業等での周知活動」
などを行っています。

 救済とはどういうことをするのですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「人権が侵害された」という申告などを受け、事実関係を調査し、事案に応じた措置を行います。たとえば、
人権侵害を行った者に対して自主的な改善を求めたりすることです。
※人権侵害の事実を認める事ができない場合もあります。

　人権擁護委員の活動がお分かりいただけたでしょうか？人権擁護委員は、
皆さんが安心して暮らしていけるような人権擁護思想の普及・高揚の使命を
果たすために、ボランティアで日々活動を行っています。困ったことがあっ
たら、是非、人権擁護委員にお声をおかけください。

ご存知ですか？人権擁護委員！
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Ｇ
Ｗ
も
す
っ
か
り
過
ぎ
、
田
植
え
も

終
わ
っ
た
頃
で
す
ね
。

　

5
月
は
教
育
旅
行
が
3
校
も
来
て
く

れ
ま
し
た
！　

中
に
は
「
ホ
テ
ル
よ
り

も
民
泊
の
ほ
う
が
良
か
っ
た
」
な
ん
て

言
っ
て
く
れ
る
生
徒
も
い
て
、
関
係
者

と
し
て
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
家

庭
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
件
う
れ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
在
住

の
方
か
ら
、

私
のFaceb

ook

を
通
じ

て
メ
ー
ル
を

い
た
だ
き
、

10
月
に
来
日

す
る
際
に
息

子
さ
ん
と
是

非
戸
沢
村
の

民
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
‼

　

今
、
村
で
は
公
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

徐
々
に
多
言
語
化
し
て
い
ま
す
！
少
し
ず

つ
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
方
に
も
村
の

良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
期
待
し

て
い
ま
す
‼

集落支援員

鈴木英策さん

集落支援員
奮闘記 Vol.42

令和元年度の

地区会長が決まりました

　令和元年度の地区会長が決まりましたので、お知ら
せします。今後とも、各地区会の代表として、村政へ
のご協力をよろしくお願いします。

地　区　名 会　長　名 備　考 地　区　名 会　長　名 備　考
岩 清 水 地 区 山 科 孝 男 古 口 （ 裏 ） 地 区 土 田 英 悦
金 打 坊 地 区 松 田 和 幸 古 口 （ 下 ） 地 区 山　内　登美男
津 谷 地 区 髙 橋 　 茂 監　事 上台・猪ノ鼻地区 寺 内 恵 一 副会長
向 名 高 地 区 髙 橋 　 明 理　事 山 ノ 内 地 区 井 上 　 正 監　事
名 高 地 区 荒 川 　 忍 理　事 中 沢 地 区 甲 州 和 芳
濁 沢 地 区 柿 﨑 孝 一 会　長 滝 ノ 下 地 区 安　食　喜一郎 副会長
神 田 地 区 皆 川 栄 治 理　事 十 二 沢 地 区 秋 保 敏 明
杉 沢 地 区 佐 藤 浩 人 下 本 郷 地 区 安 食 健 市
野 口 地 区 木 村 武 夫 上 本 郷 地 区 安 食 輝 敏
上 松 坂 地 区 安 食 　 恵 畑 ケ 地 区 大 山 昌 宏
下 松 坂 地 区 中 鉢 勝 宏 綱 取 地 区 早 坂 　 敏 理　事
向 松 坂 地 区 黒 坂 好 幸 元 屋 敷 地 区 早 坂 嘉 弘
蔵 岡 地 区 長 澤 勇 夫 理　事 与 吾 屋 敷 地 区 早 坂 孝 一
岩 花 地 区 斉 藤 智 広 片 倉 地 区 羽 賀 孝 慶
出 舟 地 区 安 食 洋 一 平 根 地 区 田 中 昭 一
真 柄 地 区 細 矢 義 弘 理　事 勝 地 地 区 田 中 国 弘
古 口 （ 上 ） 地 区 佐 藤 一 夫 上 野 地 区 田 中 敏 喜 監　事
古 口 （ 中 ） 地 区 芳 賀 文 夫 沢 内 地 区 阿 部 光 一 理　事
※網掛けは、今年度より新しく地区会長になられた方です。
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健康福祉課からのお知らせ

共 育 課 か ら の お 知 ら せ

社会福祉協議会からのお知らせ

総 務 課 か ら の お 知 ら せ

　令和元年８月31日任期満了による戸沢村議会議員選挙の立候補予定者・出納責任者説明会を開催します。立
候補届出に係る書類関係や選挙運動等について説明します。
　日　　時　６月28日（金）14時30分～　　　　　　　
場　　所　戸沢村役場３階会議室
戸沢村議会議員選挙投票日　８月４日（日）
告 示 日　７月30日（火）
問合せ先　戸沢村選挙管理委員会（総務課内）　☎72-2117

戸沢村議会議員選挙立候補予定者・出納責任者説明会について

　♡ベビーマッサージや親子ふれあい体操を通して、一緒に楽しい時間を過ごしませんか？
日　　時　６月19日（水）　10時30分～ 11時30分
場　　所　戸沢村保健センター２階
講　　師　髙橋　真由美氏（３Ｂ体操インストラクター）
内　　容　ベビーマッサージと親子ふれあい体操（ママ向けのストレッチや簡単な体操など）
対　　象　３ヶ月～１歳児
　　　　　※ママはもちろん、ご家族の方もぜひ気軽にご参加ください。
　　　　　　参加するママは動きやすい服装でお越しください。
問合せ先　健康福祉課健康推進係　☎72-2364

　令和２年度に小・中学校のお子さんが学ぶ教科書を展示します。今年度使用している教科書も展示しており
ますので、皆様ぜひお立ち寄りください。
　展示期間　６月14日（金）～６月27日（木）　９時～ 16時30分　※土・日・祝日は閉館
場　　所　戸沢村中央公民館１階ロビー
問合せ先　共育課学校教育係　☎72-3242

　お困りのこと、お悩みのことなど、どんな相談でもお受けし、法律の専門家が親切に対応します。相
談上の秘密は固く守りますので、ひとりで悩まずご相談ください。（１人あたり30分程度）
　開設場所　戸沢村役場１階住民相談室
開設日時　６月27日（木）　９：30～ 11：30
　　　　　※事前予約が必要ですので、開設日の２日前までにご予約ください。
問合せ先　戸沢村社会福祉協議会　☎72-2112

✿すこやか教室のお知らせ✿

教科書展示会のお知らせ

ひとりで悩まないで相談してみませんか
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規制区間内にお住いの皆様へ

大雨による国道47号通行止めにご理解願います

1.	事前通行規制区間とは
　「事前通行規制区間」とは、大雨によって発生した過去の道路災害（がけ崩れや地滑り等）の記録から、大雨により
連続雨量が規制値に達した場合、道路を利用する皆様の安全を確保するために災害が発生する前に全面通行止めを実
施する区間です。
　新庄国道維持出張所管内には「事前通行規制区間」が３箇所あります。
　　　　・国道13号　金山町外沢　　～　真室川町及位　※主寝坂道路（自動車専用道路）は通行可
　　　　・国道47号　新庄市畑　　　～　戸沢村蔵岡　　※迂回路あり（国道458号・（主）新庄戸沢線）
　　　　・国道47号　戸沢村猪ノ鼻　～　戸沢村草薙
　これらの区間では降り始めからの雨量が規制値である150㎜を超えると全面通行止めになります。

2.	規制区間内にお住いの方へのご対応について
（1）猪ノ鼻地区にお住まいの方
	　・新庄方面から帰宅の場合・・・原則通行止めですが、事情がある場合は遮断機にいる誘導員に住所を証明できる
　　　　　　　　　　　　　　　　	もの（免許証など）を提示し、自らの責任において自宅まで通行してください。
	　・酒田方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。国道112号へ迂回するか、一時避難場所「白糸集
　　　　　　　　　　　　　　　　	会場」（８時～ 17時）へお願いします。

（2）土湯地区にお住まいの方
	　・新庄方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。国道112号へ迂回するか、一時避難場所「戸沢村
　　　　　　　　　　　　　　　　	役場」へお願いします。
	　・酒田方面から帰宅の場合・・・原則通行止めですが、事情がある場合は遮断機にいる誘導員に住所を証明できる
　　　　　　　　　　　　　　　　	もの（免許証など）を提示し、自らの責任において自宅まで通行してください。

（3）高屋地区にお住いの方
	　・新庄方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。
　　　　　　　　　　　　　　　　	一時避難場所「戸沢村役場」へお願いします。
	　・酒田方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。
　　　　　　　　　　　　　　　　	一時避難場所「白糸集会場」（8時～ 17時）へお願いします。

3.	規制時における緊急車両への対応
（1）緊急車両（警察・消防・救急）は通行を認める。（ただし通行は自己責任）
（2）役場、JR、東北電力、NTTなど公共的な機関で緊急に通行を要する車両は通行を認める。（ただし通行は自己責任）

　

お問い合わせ先　国土交通省　山形河川国道事務所　新庄国道維持出張所
　　　　　　　　〒996-0041　山形県新庄市大字鳥越字舟田608-2
　　　　　　　　TEL0233-22-1581　FAX0233-22-8396
　　　　　　　　ホームページ　http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/shiniji/index.html

新 庄 国 道 維 持 出 張 所 令 和 元 年 5 月
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

「
水
辺
の
生
き
物
み
つ
け
て
み
っ
べ

　
～
蛍
の
観
察
会
～
」

○
日
時　
6
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

○
場
所　
遊
学
の
森
木
も
れ
び
館
（
金

山
町
）

○
内
容　
遊
学
の
森
エ
リ
ア
に
生
息
す

る
蛍
の
観
察
会

○
申
込
締
切　
6
月
5
日
（
水
）
ま
で

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３�

６
４
７�

２
２
６
０

「
自
衛
隊
採
用
制
度
説
明
会
」

○
日
時　
6
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
17
時

○
場
所　
ゆ
め
り
あ

○
問
合
せ
先　
新
庄
地
域
事
務
所

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
２�

５
０
５
７

※
当
日
、
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
個
別
対
応
も
致
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
令
和
元
年
度

　
山
形
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

○
日
時　
6
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

○
場
所　
文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル

○
定
員　
２
５
０
名
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切　

6
月
26
日
（
水
）

○
問
合
せ
先　
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
５�
６
４
１
１

「
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学

　
公
開
講
座
」

○
日
時　

7
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

○
場
所　
ゆ
め
り
あ

○
内
容　
「
考
え
よ
う
！
健
康
と
福
祉
」

を
テ
ー
マ
に
2
講
座

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
立
保
健

医
療
大
学
附
属
図
書
館

　
　
　

☎
０
２
３�

６
８
６�

６
６
７
１

「
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
措
法

　
無
料
相
談
会
」

○
日
時　
7
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

○
場
所　
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

○
内
容　
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を

対
象
と
し
た
弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

○
問
合
せ
先　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新

潟
事
務
所

　
　
　

☎
０
２
５�

２
２
３�

１
１
３
０

「
令
和
元
年
度　

　
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
」

○
日
時　
8
月
28
日
（
水
）、29
日
（
木
）

○
場
所　
山
形
県
最
上
総
合
支
庁

○
受
講
手
数
料　
４
，
７
０
０
円

○
受
付
期
間　
6
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

7
月
19
日
（
金
）

○
問
合
せ
先　
山
形
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会

　
　
　

☎
０
２
３�

６
３
２�

５
７
４
４

「
令
和
元
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

　
（
高
校
卒
業
程
度
）」

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

○
申
込
受
付
期
間　
6
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
6
月
26
日
（
水
）

○
第
1
次
試
験
日　
9
月
1
日
（
日
）

○
問
合
せ
先　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係

　
　
　

☎
０
２
２�

２
６
３�

１
１
１
１

「
令
和
元
年
度

　
山
形
県
調
理
師
試
験
」

○
日
時　
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
場
所　
山
形
県
庁

○
願
書
受
付
期
間　
6
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

～
6
月
28
日
（
金
）

○
申
込
方
法　
最
寄
り
の
保
健
所
生
活

衛
生
課
（
室
）
ま
で
願
書
を

持
参

○
問
合
せ
先　
県
食
品
安
全
衛
生
課
食

品
衛
生
企
画
担
当

　
　
　

☎
０
２
３�

６
３
０�

２
６
２
１

「
令
和
元
年
度
山
形
県
介
護
支
援
専

　
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
」

○
日
時　
10
月
13
日
（
日
）
10
時

○
場
所　
山
形
市
内

○
受
験
資
格　
保
健
、
医
療
、
福
祉
の

分
野
で
5
年
以
上
か
つ
９
０

　
　
　
　

０
日
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
方

○
受
付
期
間　

6
月
10
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

6
月
28
日
（
金
）

○
問
合
せ
先　
社
会
福
祉
法
人
山
形
県

社
会
福
祉
協
議
会
人
材
研
修

部
人
材
係

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
２�

２
７
７
６
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夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
体
調
を
崩
し
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
は
、
角
川
地
区
の
畑

ヶ
わ
ら
び
園
開
園
式
の
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
畑
ヶ

わ
ら
び
園
。
今
年
も
開
園
前

か
ら
多
く
の
方
が
ス
タ
ン
バ

イ
し
て
い
ま
し
た
。
お
話
を

聞
く
と
み
な
さ
ん
口
を
揃
え

て
い
う
の
が
、「
角
川
の
わ

ら
び
は
粘
り
が
強
く
お
い
し

い
」。
実
際
に
私
も
食
べ
て

み
て
、
粘
り
の
強
さ
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。
人
気
の
秘
密

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た

気
が
し
ま
し
た
。

　
畑
ヶ
わ
ら
び
園
は
、
6
月

も
営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

角
川
の
粘
り
の
強
い
わ
ら
び

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　返しきれない借金でお困りの方、まずはお電話を。
相談は秘密厳守・無料。
相談専門電話　023-641-5201
受　　　　付　月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　　　　　８時30分～ 16時30分
問 合 せ 先　山形財務事務所理財課
　　　　　　　☎023-641-5178

　皆様にご愛顧頂いております最上広域交流センター
ゆめりあ内「もがみ体験館」ですが、下記の日程でリ
ニューアル工事を実施するため休館となります。ご迷
惑をおかけしますが、何卒ご了承ください。
休館期間　５月７日（火）～６月28日（金）
※なお、工事の進捗具合により期間が変更になる場合
があります。

問合せ先　最上広域市町村圏事務組合
　　　　　☎0233-22-2674

　海水浴をする時は、定められた海水浴場や期間を守
り遊泳しましょう。海上保安庁への緊急通報は118番。
山形県の海に関する事故事例については、次の番号へ
問合せ下さい。
問合せ先　酒田海上保安部交通課　☎0234-24-0055

　労働保険料（労災保険と雇用保険）の申告・納付の
手続きはお済みですか。
　労働保険料の申告・納付期限は「７月10日（水）」です。
まだ手続きがお済みでない事業主の方は、お近くの金
融機関又は労働基準監督署で申告・納付の手続きを行
ってください。
　申告書作成にあたって不明な点がございましたら、
コールセンター（☎0120-008-715）までお問い合
わせください。

　自動車は、生活に欠かせない移動手段となっている
のみならず、娯楽の道具としても認識されており、様々
な部品等が販売され、手軽に取付等ができる状況にあ
ります。
　国土交通省では、これらの不正改造を排除し、車両
の安全確保及び環境保全を図るため、関係省庁、自動
車関係団体等と協力して、「不正改造車を排除する運
動」を全国的に展開しており、特に６月を強化月間と
して重点的な取り組みを行っております。皆様も是非、
この機会にどのような改造が不正改造になるのかにつ
いて理解を深めていただき、その排除にご協力くださ
い。
問合せ先　国土交通省東北運輸局　山形運輸支局
　　　　　検査整備保安部門　☎023-686-4714

借金返済に関する相談窓口のご案内 もがみ体験館　休館のお知らせ

目指せ海の事故ゼロへ！

労働保険料の申告・納付に関するお知らせ

自動車の不正改造は犯罪です！

日程 内容 場所 時間
4日 母親教室・母子手帳交付 保健センター 13：30～
7日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

10日 健康相談・結果報告会
沢内公民館 9：30～
畑ヶ公民館 13：30～

13日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

21日 健康相談・結果報告会
改善センター 9：30～
十二沢公民館 13：30～

28日 総合健診 中央公民館 7：00～

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
86

健康カレンダー

（6月分）
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村の人口と世帯
（4月末現在） 4,517人（ー17人）〈男2,159人（ー11人）、女2,358人（ー6人）〉1,601世帯（ー2世帯）※（  ）内の数値は、3月末現在との比較

表紙のことば
　表紙は、戸沢小中学校
春季大運動会の一コマで
す。小学１年生から中学
３年生までの生徒が団結
し、勝利を目指して頑張
る姿は、とても輝いてみ
えました。

満一歳児（５月生まれ）満一歳児（５月生まれ）

戸
沢
道
場
選
手
ら
が
躍
動
！

戸
沢
道
場
選
手
ら
が
躍
動
！

　5
月
12
日
（
日
）、
最
上
中
学
校
武
道

館
に
て
開
催
さ
れ
た
、
全
国
小
学
生
柔
道

大
会
最
上
地
区
予
選
に
戸
沢
道
場
が
出
場

し
ま
し
た
。

　6
年
軽
量
級
で
優
勝
し
た
森
零
さ
ん 

（
上
松
坂
）
を
は
じ
め
、
中
鉢
逢
留
さ
ん

（
下
松
坂
）、
奥
山
佳
心
さ
ん
（
杉
沢
）
が

県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　県
大
会
は
、
6
月
に
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
大
会
で
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　村の将来を担う子どもたち
の健やか成長をお祝いすると
ともに、これからも元気で育
ってほしいとの願いを込めて、
戸沢村の満一歳になる子ども
さんを紹介します。
　今月は、５月に満一歳を迎
えた子ども達です。（①ご両
親の名前　②地区名　③ご両
親からお子様へのメッセージ） ①横山　健一さん

　　　あゆみさん

②蔵岡

③これからもモリモ

　リ食べて大きくな

　ってね! !

5月28日

生まれ

はる

横山　悠 くん
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